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 要約 

昨年中国は世界第一の生産大国となった。そのメルクマールは、自動車

産業、そして、高速鉄道（新幹線に相当）製造業の隆盛にあるといえる。

その中国製造業は目下大きな転機にさしかかろうとしている。中国製造業

の次の到達点は、宇宙産業におけるメイドインチャイナの世界発信にある

といって過言ではない。本稿では、中国が積極的に育成発展させている宇

宙開発事業、宇宙ビジネスを紹介する。 

また、中国の製造業の現状を概観し、特に、今後の中国の宇宙産業に大

きく関わっていると思われる装備製造業と中国東北地区（遼寧省、吉林省、

黒竜江省）産業をクローズアップする。 
 

 

１．中国製造業 再び、世界の最

前列へ 

 

中国は製造業生産額で、2010 年と

2011 年続けて世界第一位となった。

UNIDOの統計によると、中国の 2011

年の製造業生産額は2兆500万ドル、

2 位は米国（1 兆 7,800 万ドル）とな

っている。さらに、米国の HIS 推計

によると、中国の同生産額の世界全

体に占める比率はほぼ 5 分の 1

（19.8％、二位の米国は 19.4％）で、

中国は 2010 年に、米国が 1895 年以

来保持してきた製造業世界 NO.1 の

座を射止めたとしている。「世界の
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工場」と称される中国の面目躍如と

いったところである。 

第一位の座を射止めたと書いたが、

中国では NO.1 の座に返り咲いたと

する報道が少なくない。その要点は、

1830 年代、中国の製造業生産額は、

当時世界全体の 30％占めていたが、

1840 年のアヘン戦争以後停滞し、

1900 年には同 6％まで落ち込んだ。

中国は 100 余年をかけてかつての地

位を奪還したという注 1。 

なお、中国は目下世界第一位の輸

出国であり、世界第二位の輸入国と

なっている。この点については、中

国の製造業の発展によるところが大

きいといえる。 

 

２．与狼共舞 

 

100 余年前にさかのぼらなくても、

特に、WTO 加盟以後の 10 年間の中

国経済は正に長足の進歩を遂げたと

いえる。例えば、WTO 加盟時（2001

年）の中国の GDP は世界第 4 位であ

ったが、2010 年には世界第 2 位に躍

進している。この間、製造業でいえ

ば、自動車産業の台頭には目を見張

るものがあった。WTO 加盟当時、中

国経済にとって、加盟の「得失」は

何かという問いにいつも「失」の代

表として注目されたのが自動車産業

であった。 

WTO 加盟当時、「狼来了」（狼が

やってくる）という三字がマスコミ

を大いに賑わしたが、中国の自動車

産業は、その狼（外資系企業）の格

好の餌食となるのではと懸念されて

いた。その 10 年後、中国の自動車産

業は狼をうまく手なずけて名実共に

世界第一位の自動車生産国（1826.5

万台）かつ自動車販売国（1806.2 万

台）となっている。世界の自動車メ

ーカー大手で中国に進出しなかった

ところはなく、また民族系自動車メ

ーカーも、世界の大手自動車メーカ

ーを買収するなどして大きく育って

きている。マスコミでは、「狼来了」

から「与狼共舞」（ダンス ウイズ 

ウルブズ）との論調に変わり、中国

自動車産業の快挙を称したものであ

る。 

自動車産業同様、中国製造業の発

展の一つの到達点が高速鉄道（中国

版新幹線）であろう。WTO 加盟当時、

北京－上海間の高速鉄道建設で、高

速鉄道には、日本の技術か、フラン
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スの技術か、それともドイツの技術

が採用されるか、大いに世間を賑わ

せたものであるが、10 年後には、中

国独自（と中国が主張する）技術で、

全国津々浦々に高速鉄道網を走らせ

ている。さらに、世界各地で高速鉄

道の建設をめぐり、日仏など世界の

有力メーカーとの間で受注合戦を繰

り広げるまでになっている。 

中国製造業は、中国の経済規模を

世界第二位に押し上げた主役であり、

今後も大きな発展の余地が残されて

いるが、「狼」を引き入れ、これを

飼いならして役立たせる手法にさら

に磨きをかけるのか、狼に代るもの

を入室（とり入れる）させるのかに

注目したい。即ち、高速鉄道や自動

車産業の次に中国製造業の目指すメ

ルクマールは何か。私見を以下に論

じてみたい。 

その前に、中国の製造業の現状を

概観しておきたい。 

 

３．世界 NO.1 のメイドインチャ

イナ 

 

まず、中国製造業の実力の一端を

見てみたい。以下のメイドインチャ

イナは、生産量などで世界第一位

（2010 年）にある主な製品を整理し

たものである注 2。 

    

○自動車：生産量 1826 万台、世界の

約 25％（新車販売台数も世界 1位） 

○船舶：生産量で世界の約 42％ 

○建設・工事用機械：生産台数で世

界の約 43％ 

○コンピュータ：生産台数で世界の

約 68％ 

○カラーTV：生産台数で世界の約

50％ 

○冷蔵庫：生産台数で世界の約 65％ 

○空調設備：生産量で世界の約 80％ 

○携帯電話：生産台数で世界の約

70％ 

○洗濯機：生産台数で世界の約 44％ 

○電子レンジ：生産台数で世界の約

70％ 

○デジタルカメラ：生産台数で世界

の約 65％ など 

    

こうした製品を製造する企業には、

中国企業のほか外資系企業も含まれ

ており、中国の自力更生の製品だけ

でないことはいうまでもない。この

ことは、中国の輸出総額の過半を外
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資系企業が担っていることからも明

らかであろう。 

    

因みに、日常品を中心とする軽工

業品をみると、生産量で世界の最前

列にあるメイドインチャイナは少な

くない。例えば、簡易ライター、玩

具、靴、家具、トランクなど日常品

（軽工業品）など枚挙に暇無しであ

る。こちらは、浙江省温州市などを

根拠地とし急速に発展してきた労働

集約型民営企業の生産によるところ

が大きい。 

参考までに、中国は世界第一位の

繊維製品輸出国（世界市場に占める

比率 30.7％）、衣料品輸出国（同前

36.9％）となっていることを付け加

えておく。 

    

こうした世界第一位のメイドイン

チャイナを支えている背景には、例

えば、下記の生産量で中国が世界を

リードしていることなどが指摘でき

よう。 

 

○粗鋼生産量：世界の約 45％ 

○セメント生産量：世界の約 60％ 

○電解アルミ生産量：世界の約 65％ 

○精錬銅生産量：世界の 24％（消費

量で世界の約 50％） 

○石炭生産量：世界の約 45％ 

○化学肥料：世界の約 35％ 

○化繊生産量：世界の約 43％ 

○ガラス生産量：世界の約 50％ な

ど。 

    

なお、中国は、2010 年に世界最大

の資源消費国になったとされる。 

 

４．中国製造業の泣き所 

 

目下、世界に冠たる中国製造業に

も転機が訪れたとする論調が目立つ

ようになった。 

その要点を拾うと、 

 

○土地、原材料、人件費など生産

要素の値上がり 

中国製造業の発展を支えてきた基

礎的要件が変わったことで、その影

響を受けている製造業が出てきてい

る。この点については、日の出の勢

いで世界市場を席巻しているメイド

インチャイナ（主に、日常品、軽工

業品）を製造して来た中国製造業の

拠点である温州市の中小企業が、金
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融引き締めによる金融機関等の貸し

渋りなどから経営危機に陥ったこと

などからも明らかである（下記参照）。 

 

○外資系企業の中国離れ 

一部の外資系企業ではあるが、例

えば、米国企業でみると、フォード、

米 NCR（ATM 製造大手）、キャタ

ピラー、Sleek Audio（高級補聴器メ

ーカー）など世界的多国籍企業の一

部部品の製造や工場の建設（一部生

産工程の代替を含む）を本国に回帰

して行う意向を表明していることが

指摘できる。こうした事例はまだ多

くないが、生産拠点の本国回帰の芽

が出てきていることは事実である注 3。 

 

○粗放生産体制の転換 

これまで環境への配慮を欠き、資

源の非効率大量利用を基礎としてき

た生産体系が、環境意識の高まりや

資源価格の上昇などで立ち行かなく

なった。海外資源への依存度が年々

高まっているが、中国は資源を買い

漁っているといった国際世論が高じ

てきている。 

例えば、2011 年 1 月～5 月の期間を

例にとると、中国の石油の対外依存度

は 55.2％で、世界一位のエネルギー消

費国の米国（53.5％）を上回ったとさ

れる（中国工業情報部発表）注 4。 

 

○メイドインチャイナに対する

アンチダンピング調査などの

世界からの最多発動。 

WTO 加盟以後、中国は海外で貿易

救済措置としての反ダンピング調査、

反補助金調査、などを計 690 件発動

されている（2011 年 11 月 17 日の国

務院新聞弁公室での記者会見で商務

部が発表）。メイドインチャイナは

少なからぬ国・地域の保護貿易主義

によって影響を受けているというの

が中国側の見解である。 

 

○労働集約型が中心で、資本・技

術集約型メイドインチャイナ

はまだ少ない。 

世界に通じるブランド製品が少な

い。海外企業の買収に積極的。 

例えば、中国家電大手のハイアー

ルによる三洋電機買収。中国復星集

団による Folli Folli、Club Med の買

収など。 
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○主要設備の多くが輸入に依存 

例えば、光ファイバー製造設備は

ほぼ 100％、集積回路チップ製造設

備約 85％、石油化工設備約 80％、乗

用車・デジタル工作機械・紡織機械・

オフセット印刷設備の 70％を輸入

に依存。この点、中国では先端装備

製造業の発展に期待がかかっている

（下記参照）。 

 

中国の製造業は、陸上競技でいえ

ば、10 種競技のようなもので、各競

技では優劣はあるものの結果として、

ゴールドメダルに輝いているといえ

る。ただ、この競技のコンディショ

ンが変わりつつあり、これにどう対

応していこうかというのが現状だ。 

即ち、2008 年の金融危機、2011

年の債務危機などを起因とする世界

経済の停滞、民生重視の経済運営方

針などにより、中国はこれまでの高

成長路線を転換せざる得ない内外環

境と向き合っているといえる。昨年

12 月に開催された中央経済工作会

議の重要テーマの一つは、経済発展

方式の転換をいかに図るかであった。

例えば、資源浪費型の粗放経済体質

からの脱皮などであるが、この点で、

特に、製造業の再編、高度化などは

緊急の課題とされている。人に例え

ると、中国製造業は、今、フィット

ネスでダイエットしなければならな

い体質にあるということである。 

 

５．装備製造業への期待 

 

今後の中国製造業を大胆に展望す

ると、労働集約型製造業はコスト面

でまだ比較優位にある中国内陸部へ

の移転、ないし、海外展開（中国の

対外投資は 2011 年 10 月時点で世界

第 5 位、国際先駆導報 2011 年 10

月 25 日）が考えられる。但し、労働

集約型産業については、デザイン力

やブランド力の向上などで製品の付

加価値を高めていかない限り、活路

を見出すのは困難となろう。このこ

とは、前述の温州企業の経営難が示

唆的である。 

 

温州企業の現状： 

物価上昇、引き締め政策の影響な

どを受け、中国を代表する中小企業

の集積地（特に、メガネ、ライター、

エンピツ、カギなどの生産で世界的

にも有名）である温州の企業の多く
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が資金難で倒産、あるいは、企業主

の夜逃げ、自殺などが多発し内外で

関心を集めた。目下、旧態依然の経

営体制からの脱却を目指し産業再編

に取り組みつつある。 

    

また、資本・技術集約製造業につ

いては、輸入、外資系企業との連携

（合弁・誘致）、海外企業の買収、

自主創新（自力開発）などが考えら

れる。この点、特筆すべきは、中国

が装備製造業注 5 の育成発展に本腰

を入れて取り組もうとしている点で

ある。中国語では、「装備」とは主

要設備のことを指す。装備製造業の

発展に対する意気込みの高さは、中

国が今後積極的に育成・発展させよ

うとしている 7 大戦略産業（環境・

エネルギー、次世代情報技術、バイ

オ、先端装備製造、新エネルギー、

新素材、新エネ自動車）の一つにリ

ストアップされていることからも明

らかである。 

中国は主要設備の多くを輸入に依

存していると前述したが、装備製造

業を戦略産業として振興していこう

という姿勢には、この分野での遅れ

を取り戻し中国製造業を新たな段階

へとグレードアップさせていこうと

する中国の思惑が濃厚である。 

そうなれば、後述する中国宇宙開

発事業や関連ビジネスといった新た

な領域で中国製造業の実力がさらに

高まり、ひいては、中国の世界（経

済）におけるさらなるプレゼンスの

向上が期待できるわけである。 

 

６．装備製造業と中国東北地区 

 

先端装備製造業の発展には、フル

セットの産業構造をもち中国の重化

学工業のメッカとして中国の重化学

工業を支えてきた中国東北地区工業

の発展に期待するところが大きい。

例えば、中国における東北地区装備

製造業の位置（2007 年）をみると、 

    

発電プラント生産：全国の約 3 分の 1 

石油化学工業 ：原油加工で全国の

約 7 分の 2 

エチレン生産量：全国の約 4 分の 1 

冶金工業生産量：全国の約 8 分の 1 

造船業    ：全国の約 3 分の 1 

自動車製造業 ：全国の約 4 分の 1 

    

など、重厚長大なもの作りで中国
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の他地域をリードしている。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

装備製造業のメッカ瀋陽の毛澤東像 

 

さらに、かつて、共和国の長子と

いわれ中国の重厚長大なものつくり

を担った遼寧省瀋陽市の瀋陽機床

（工作機械）集団を例にとると、同

社は世界同業大手を M&A するなど

で中国最大、世界第 8 位の工作機械

製造業の地位を構築。傘下の瀋陽機

床第一機床は中国最大の総合機床工

場である。2004 年 8 月、ドイツの世

界的工作機械メーカーの SCHIESSAG

を買収している。 

東北地区産業は、このほか、航空

産業でも、自動車産業においても特

色ある発展を遂げている。さらに、

自動化技術、燃料電池の分野でも、

大きな成果を上げており、後述する

宇宙産業の発展に大きく貢献するも

のと期待されている注 6。歴史的に、

東北地区は良くも悪くも日本との関

係が深く、その産業には日本の技術

DNA があるといっても過言ではな

い。日中経済交流の深化が図れる大

きな可能性を秘めた地であることは、

今も昔も変わっていない。 

 

７．宇宙で試される製造業 

 

中国の製造業は、改革開放政策

（1979 年以降）により、発展の足が

かりを築くことになる。その過程の

大筋をみると、改革開放当初は繊維

産業など軽工業品の委託生産基地と

して中国製造業は脚光を浴びる。同

時に、外資系企業のこうした労働集

約的産業、さらに、部品産業、家電

産業、そして、WTO 加盟以後、自動

車産業などへの進出を経て今日に至

る。メイドインチャイナは、外資系

企業との合作によるところが極めて

大きかったことは既に述べたとおり

である。 

外資系企業の導入と並行して中国

企業（国有企業、民営企業など）の

育成・発展が図られ、さらに、合併
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など産業構造の再調整により世界を

リードする素材産業が誕生する。 

その成果は、メイドインチャイナ

と中国が主張する高速鉄道の建設に

集約できよう。言葉を換えれば、外

資との合作の一つの到達点が自動車

産業であり、高速鉄道は独自技術開

発の一つの到達点ということになる。 

さて、自動車、高速鉄道に次ぐメ

イドインチャイナは何か。地球環境

保全への関心が一段と高まる今日、

環境機器製造関連産業を上げる識者

は少なくないと思うが、筆者は宇宙

関連産業といいたい。ブランド力が

ないとされるメイドインチャイナは、

今後、宇宙をブランドとすべく新し

い挑戦に挑んでいるといっても過言

ではない。 

 

８．中国の宇宙開発 

 

宇宙開発における世界のトップラ

ンナーは、なんと言っても米国であ

ろう。そのメルクマールは、今から

45 年前に遡る 1967 年の有人月面着

陸の成功である。 

以後、どの国もこの偉業を成し遂

げていない。技術面でのブレイクス

ルー、巨額の資金確保など月面に足

跡をとどめるまでには多くの課題を

解決しなければならないが、中国は、

その有人月面着陸プロジェクトを公

言し、着々と実績を上げてきている。 

改革開放政策を敷いた鄧小平氏は、

「科学技術是第一生産力」（科学こ

そ第一の生産力である）といった。

中国の科学技術の成果とされる中国

の世紀のプロジェクトを上げると、

三峡ダム建設、青蔵（青海省－チベ

ット間）高原鉄道建設などが指摘で

きよう。北京五輪や上海万博を代表

とする数々のビッグイベントにも、

中国の科学技術の成果の一端を見る

ことができる。 

さらに、宇宙開発事業には、中国

の科学技術力と国家の威信がかかっ

ており、中華の発揚にとって大きな

意味がある。 

 

以下では、中国の製造業の昇華と

しての宇宙開発事業が今後の世界経

済とどう関わってくるのかにつき、

私見を述べてみる。 
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９．世紀の大接吻 

 

中国国務院（政府）は、昨年 12

月、2000 年、2006 年に続き 3 度目と

なる「2011 年宇宙飛行白書」を発表

した。同白書では、今後 5 年間の宇

宙開発計画がまとめられている。そ

こでは、「宇宙開発事業の発展を国

家全体の発展戦略の重要な部分とみ

なし、平和目的のために宇宙を探

査・利用することを堅持する。さら

に、宇宙開発は中国経済の建設や社

会発展、科学技術の発展、国家の安

全、国際協力にいっそう重要な役割

を果たすようになっている」と指摘

している。 

    

中国の宇宙開発事業は、有人飛行

の神舟計画注７、月探査の嫦娥計画、

そして、火星探査計画の 3 つに大別

される。昨年 11 月には、神舟計画の

神舟 8 号と宇宙ステーションの実験

第 1 号機の天宮一号が中国初のドッ

キングを成功させている。この快挙

を、人民日報海外版（2011 年 11 月 5

日）は「中華民族と全ての中国人に

とって永遠に記憶に刻まれるべき誇

りに満ちた瞬間である」と報道し、

神舟 8 号と天宮一号のドッキングの

瞬間を、「激情擁吻的“浪漫”一刻」

（激情あふれる接吻のロマンの瞬

間）であったと形容している。 

今年中には、神舟 9 号、神舟 10

号の打ち上げが予定されており、天

宮 1 号との 2 度目、3 度目のロマン

スが計画されている。こうして、宇

宙ステーション（2020 年までに完成

の予定）の陣容を整えつつある一方

で、月探査の嫦娥計画が同時進行中

である。 

    

 

 

 

 

 

 

 

神舟 5 号の模型に見入る北京市民 

 

嫦娥とは、中国神話に登場する月

に棲む仙女で兎をペットとしている

とされる。一度、地上に下りたが訳

あって月に逃げ帰ったとされている。

なにやら、日本のかぐや姫にも似た

ストーリーで興味深い。 
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蛇足になるが、神舟 9 号に初の女

性宇宙飛行士が搭乗すると期待され

ているが、今も昔も、月は女性と縁

が深いようだ。 

    

その嫦娥計画の段取りは、 

    

①嫦娥 1 号打上げ（2007 年 10 月）：

494 日間（うち月周回は 482 日間）

飛行後月面落下、月科学探査の実

施 

②嫦娥 2 号打上げ（2010 年 10 月）：

計画寿命半年、月科学探査の精度

アップ、世界で最も完全な形解析

度 7 ㎡の月面全体の映像を撮影 

③嫦娥 3 号打上げ（2013 年打上げ予

定） 

    

こうして嫦娥計画で地球外天体へ

の飛行、着陸、帰還技術を確立した

後、宇宙ステーションとの連携によ

る有人月面着陸を行なう予定である。

具体的な有人月面着陸の日程は、ま

だ決まっていないが、2030 年までに

実現したいというのが専門家の見解

となっている。 

 

10．火星への旅 

 

さて、火星探査計画であるが、昨

年 11 月、中国初の火星探測器である

「蛍火 1 号」がロシアのロケットで

打上げられた。今年１月大気圏で燃

え尽きず地上に落下した破片は、蛍

火 1 号の打上げに使われたロシアの

ロケットのものである。打上げ直後、

ロシア製探測器のエンジン・トラブ

ルで軌道修正に失敗している。中国

は、今後も火星探測は継続する意向

にある。 

また、蛇足になるが、2010 年 7 月

3 日にロシアで、「火星 500 プロジ

ェクト」と呼ばれる「火星の旅」シ

ュミレーションがスタートしている。

500の由来は、火星到着まで 250日、

火星滞在 30 日、地球帰還まで 240

日と試算し、約 500 日ほどが費やさ

れることから命名されたらしい。そ

の体験者 6 人の中には中国からの参

加者も入っている（そのほか、ロシ

ア、フランス、イタリアから参加）、

地上の密閉空間に 520 日間とどまり、

「火星への旅」模擬体験を済ませた

と、中国紙が報じている（京華時報 

2011 年 11 月 6 日）。 
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1968 年に、スタンリーキューブリ

ック監督による、「2001 年宇宙の旅」

という映画が公開され、世界中で大

ヒットした。米国のアポロ 13 号によ

る有人月面着陸が成功したのはその

1年後の 1969 年であった。果たして、

「火星の旅」を題材にした中国版 SF

映画の製作があるのか、期待したい

ものである。 

    

中国の宇宙関連プロジェクトはこ

れだけではない。例えば、今年 1 月

には「資源 3 号」が、長征四号運載

ロケットによって打上げられている。

その目的は、国土資源調査、防災減

災、農林水利、生態環境、都市計画・

建設、交通、国家重大プロジェクト

への応用・サービス提供にあるとい

う。また、昨年 9 月には、通信衛星

「中星 1A」、1 昨年の 6 月には 4 機

目となる測位衛星「北斗」の打ち上

げにも成功している。中国は、今後

も新たな宇宙・航空プロジェクトを

積極推進する姿勢にある。 

 

11．中国製造業の行先は宇宙にあり 

 

これまでの製造業の発展の過程で

蓄積された経験、技術が中国の宇宙

事業を支えてきたのはいうまでもな

いが、今後は、その宇宙事業から蓄

積される高水準の科学技術を応用し、

中国製造業はさらなる発展への機会

を得るに違いない。WTO 加盟後、大

方の予想に反して、その後 10 年足ら

ずの間に、自動車産業が広大な裾野

産業の育成・発展を促しつつ隆盛を

見たと同じく、中国の宇宙開発事業

によって宇宙関連産業が新たな発展

を遂げる可能性が大きいことは想像

に難くない。 

    

以下では、製造業、非製造業の別、

可能性の有無を問わず、宇宙関連産

業・ビジネスの現状と展望につき論

じてみたい。 

 

○衛星打ち上げ事業 

中国には世界各国から各種衛星打

上げの発注があり、今後も多くが予

定されている。例えば、2008 年 10

月 31 日中国空間技術研究院が開発

参加したベネズエラの通信衛星 1 号

の打上げ成功。また、2009 年 11 月、

中国航天科技集団公司傘下の中国長

城工業総公司が仏タレス・アレニ
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ア・スペース社製の通信衛星を中国

の「長征 3 号乙」ロケットで 2012

年に打ち上げる契約を締結している。 

世界で予定されている商用衛星

（2009 年時点の中国の予測では、10

年間に約 700 基、2010 年の市場規模

2000 億ドルから 3000 億ドル）の打

上げビジネスで、中国は世界の最前

列に立つ可能性がある注 8。 

参考までに、「米国の『Space Daily』

によると、中国は 2015 年までに世界

の衛星発射市場の 20％を占める」と

報じたことが中国紙で紹介された

（中国経済網 2010 年 4 月 11 日付）。 

 

○宇宙農産物育成ビジネス 

まだ実験段階であり、ビジネスの

可能性としては未知数であるが、例

えば、「神舟 5 号」に搭載された「サ

サゲ」の種が、試験基地で実をつけ

ている。その収穫量は一般のササゲ

より 20％から 30％、ビタミン C の

含有量は 10％以上高いという注 9。 

ササゲのほか、宇宙から帰った「宇

宙野菜」、「宇宙生花」、「宇宙米」

などの収穫もよく、高値で取引され

ているという。 

なお、2010 年 9 月 20 日付『科学

日報』によれば、「2010 年 5 月まで

に中国で育てられ、国または省の審

査をパスした「宇宙種」60 種以上が

大規模に農業生産され、農産物の増

産、品質改善、病気への抵抗力アッ

プなどで実質的な成果を挙げている。

宇宙技術を応用した育種の産業化の

糸口が見つかった」と報じている。 

宇宙船に搭載された種子 1 粒から

成長した農作物から、有人宇宙飛行

船の機体に利用される新材料、宇宙

飛行士が着用する宇宙服（2008 年 9

月打ち上げに打上げられた神舟 7 号

で初の宇宙遊泳に成功）など、宇宙

産業チェーンの応用範囲は非常に広

く、こうした宇宙開発事業から科学

技術の成果が民間に転用されるよう

になれば、その産業価値ははかりし

れないものがある注 10。 

日常食しているキュウリ、ピーマ

ン、小麦、トウモロコシなど穀物や

野菜が、宇宙から帰還した種子から

栽培される可能性が出てきたといえ

よう。 

 

○月観光 

夢のような話ではあるが、2011 年

8 月 17 日付『人民網』に紹介された
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話を紹介しよう。「宇宙への観光旅

行を計画する米スペース・アドベン

チャーズ社の CEO が中国を訪問し、

中国人富豪向けに『月への観光ツア

ー』チケットを 1 枚 1 億 5,000 万ド

ルで販売することを明らかにした」

と報じている。いつの日か、中国の

宇宙関連企業が「月観光チケット」

を売り出す日が来るかもしれない。 

中国製造業の行く先は、正に「宇

宙にあり」ということになる。 

 

注 

注 1： 中国青年報 2011 年 12 月 27 日など。 

注 2： 同上 

注 3： 2012 年 1 月、オバマ大統領が、一般

教書演説で、対外展開している米製

造業の生産ラインの国内回帰を奨励

したことに対し、中国は製造業の争

奪戦は「負けることの出来ない戦争」

と報じる新聞（開放日報 2012 年 1

月 26 日）もあるなど大きな反応があ

った。 

注 4： 海外資源への依存度が年々高まって

いることは、例えば、2011 年の中国

企業による海外 M&A 件数は 207 件

に達し（取引総額 429 億ドル）で、

そのうち 10 億ドル以上の海外合併・

買収件数 16 件のうち 14 件が、資源、

エネルギー分野だった（世界的に有

名なコンサルタント会社のプライス

ウォーターハウス・クーパーズ社）。

具体的事例では、今年 1 月、中国石

油化工集団公司（中石化集団）の全

額出資子会社である国際石油勘探開

発有限公司が米国のシェール油ガス

開発会社・デボン社との間で合意に

調印し、デボン社が米国内に有する 5

カ所のシェール油ガス権益の 3 分 1

を 22 億ドルで買収している（京華時

報」。 

注 5： 装備製造業とは、石化軽工、紡織、

建材、電子情報、バイオ医薬、航空・

宇宙、エネルギー、インフラ建設等

産業に設備を提供する産業（電設備、

冶金装備、石油化工装備、ポリエス

テルプラント装備、セメントプラン

ト装備、軌道交通装備、石炭石油採

掘装備、工業自動化製品、デジタル

工作機械船舶装備、重型機械、環境

保全装備、医療器機など）を指す。 

注 6： 例えば、「嫦娥 1 号」の打ち上げ（2007

年 10 月、月面着陸を目指す「嫦娥計

画」の第一弾）に貢献した東北企業

や人材は少なくなく、その打ち上げ

には、黒龍江省の省都ハルビンだけ
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でも、少なくとも以下の 5 機関・企

業が関係している。 

○ハルビン東北軽合金有限公司 

「嫦娥 1 号」の外枠の大部分を提

供、中国のロケット、有人飛行など

宇宙関連計画で使用されたアルミ合

金材料の 80％以上が同社製。 

○ハルビンベアリング集団公司 

「嫦娥 1 号」に 6 種類以上のベア

リングを提供（国内同業社中最多）。 

○ハルビン液晶管廠 

「嫦娥 1 号」に 10 種類以上の大効

率スイッチ二極管（衛星の主電源が

切れた際の補助電源スイッチ）など

提供。航空･宇宙工業電子産品で多数

の知的財産権を有す。 

○黒竜江省石油化学研究院 

「嫦娥 1 号」に温度差 200 度に耐

える粘着剤を提供。同研究院の参加

しない中国の重大宇宙・航空プロジ

ェクトはないとされる。 

○ハルビンガラス鋼研究院 

「嫦娥 1 号」に従来のアルミ合金

より 30％軽いアンテナ開閉アームを

提供。 

そのほか、遼寧省には、瀋陽に中

国科学院傘下の新松ロボット自動化

股?有限公司、大連の化学物理研究所

では燃料電池の研究で大きな業績を

上げており、今後の宇宙事業に大き

く関わってこよう。 

注 7： 神舟計画の有人飛行では、神舟 5 号

（2003 年 10 月打上げ、1 人）、同 6

号（2005 年 10 月打上げ、2 人）、同

7 号（2008 年 9 月打ち上げ、3 人、初

の宇宙遊泳に成功）で実現。 

注 8： 人民網 2009 年、3 月 23 日、11 月 9

日 

注 9： 人民網 2009 年 7 月 6 日 

注10：人民網 2009年3月23日付

 

http://www.iti.or.jp/

http://www.iti.or.jp/


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




